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楊
柳
績
考

l

l

信
仰
か
ら
別
離
の
象
徴
へ
l

l

許

序

＝コ
仁司

以
前
、
楊
柳
に
関
す
る
民
俗
を
と
り
あ
げ
て
、

受

麗

一
つ
の
小
論
（
1
）
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
楊
柳
は
古
く
か
ら
砕
邪
、

の
生
活
に
深
く
関
わ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

最
も
多
く
詠
ま
れ
た
素
材
の
一
つ
と
し
て
、

祝
、
依
り
木
な
ど
、
民
間
信
仰
の
祭
り
の
道
具
と
し
て
、
よ
く
登
場
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
祭
り
の
道
具
で
あ
る
楊
柳
は
、
中
国
人

人
々
に
親
し
ま
れ
て
来

実
は
詩
歌
の
中
で
も
、

た
。
数
多
い
楊
柳
詩
に
は
、

様
々
な
楊
柳
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
の
悲
し
み
を
誘
い
、

や
、
空
闘
を
守
る
女
性
の
涙
を
そ
そ
る
姿
で
あ
る
。

閏
中
少
婦
不
知
愁

春
日
凝
粧
上
翠
棲

閤
中
の
少
婦
愁
を
知
ら
ず

春
日
粧
を
凝
ら
し
て
翠
楼
に
上
る

ま
た
、

遊
子
望
郷
の
情
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忽
見
陥
頭
楊
柳
色

悔
教
夫
婿
覚
封
侯

忽
ち
見
る
陪
頭
楊
柳
の
色

悔
ゆ
ら
く
は
夫
婿
を
し
て
封
侯
を
覚
め
教
め
し
を

王
呂
齢
の
「
閏
怨
」
で
あ
る
。
ど
う
し
て
不
知
愁
の
年
若
い
妻
が
芽
を
ふ
く
楊
柳
の
色
を
見
た
途
端
に
、
夫
に
立
派
な
地
位
を
求
め
る
よ
う

に
せ
が
ん
だ
こ
と
を
後
悔
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
楊
柳
が
芽
を
ふ
く
こ
と
は
、
時
の
流
れ
、
夫
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
寂
し
さ
な
ど
を
意
識

さ
せ
る
。
こ
こ
で
王
昌
齢
が
楊
柳
を
使
っ
た
の
は
、
楊
柳
に
つ
い
て
、
詩
人
た
ち
が
共
通
し
て
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
存
在
を
前
提
に
す

る
か
ら
で
あ
る
。
楊
柳
す
な
わ
ち
別
れ
、
で
あ
る
。
千
古
の
絶
唱
と
さ
れ
る
王
維
の
「
送
元
二
使
安
西
L

も
そ
う
で
あ
る
。
二
句
目
「
客
舎

青
青
柳
色
新
L

の
柳
色
新
を
た
だ
の
景
色
と
し
て
見
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
柳
が
別
れ
の
哀
情
を
一
層
掻
き
立
て
る
た
め
の
素
材
と
し
て

働
い
て
い
る
所
に
こ
そ
詩
人
の
眼
目
が
あ
る
。

孤高別相
舟里恨看送

主 何西縛指韓
ム慮江依楊挟
旬蹄 水依柳之

西
江

孤高別相
舟里恨看

て
何与西転楊李
れ江た柳季
のの依を蘭
慮水々指
に たし
かり
蹄
ら
ん

- 92 -

別
れ
が
辛
け
れ
ば
辛
い
ほ
ど
言
葉
は
少
な
く
な
る
。

そ
の
沈
黙
の
中
に
、
別
れ
の
時
刻
が
迫
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
悲
し
み
ゃ
恨
み
は
膨

ん
で
い
く
。

そ
し
て
、
哀
愁
が
漂
い
充
ち
た
時
、
二
人
の
目
に
入
っ
た
の
が
楊
柳
樹
で
あ
る
。

そ
の
楊
柳
を
見
、
送
る
人
も
送
ら
れ
る
人
も

同
じ
気
持
に
な
る
。
楊
柳
は
す
べ
て
を
語
っ
て
く
れ
る
と
。
前
掲
の
詩
の
最
初
の
二
句
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。



孟
東
野
に
は
寸
古
別
離
L

と
言
う
詩
作
が
あ
る
。

そ
の
中
に
「
楊
柳
識
別
愁
、
千
候
高
傑
総
L

と
書
か
れ
て
い
る
。
楊
柳
は
存
在
す
る
だ
け

っ
て
演
出
さ
れ
る
。

で
、
自
ず
と
一
抹
の
哀
愁
が
周
囲
に
充
満
す
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
、
詩
人
の
手
に
よ

さ
て
、
楊
柳
は
ど
う
し
て
別
離
の
象
徴
と
な
っ
た
の
か
。
楽
府
「
折
楊
柳
し
の
存
在
が
ど
れ
だ
け
影
響
し
た
の
か
。

春
夜
洛
城
間
笛

誰
家
玉
笛
暗
飛
声

散
入
春
風
満
洛
城

此
夜
曲
中
間
折
柳

何
人
不
起
故
国
情

李
白

誰
が
家
の
玉
笛
ぞ
暗
に
声
を
飛
す

散
じ
て
春
に
入
っ
て
洛
城
に
満
つ

比
の
夜
曲
中
折
柳
を
聞
く

何
人
か
起
こ
さ
ざ
ら
ん
故
園
の
情
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家
族
と
別
れ
る
哀
し
さ
、
望
郷
の
情
、
す
べ
て
こ
の
「
折
柳
L

（
折
楊
柳
）
と
言
う
曲
に
よ
っ
て
掻
き
立
て
ら
れ
た
と
言
う
。

「
折
楊
柳
」
が

別
離
の
楽
府
題
で
あ
る
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
「
折
楊
柳
L

も
最
初
か
ら
別
離
の
歌
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

い
っ
た
い
「
折
楊
柳
L

は
い
つ
か
ら
別
離
の
歌
に
な
っ
た
の

か
。
ま
た
、
送
別
詩
の
柳
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
き
、
よ
く
持
ち
出
さ
れ
る
民
間
風
習
寸
折
柳
贈
別
」
の
実
体
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
。

本
稿
は
以
上
の
問
題
点
を
念
頭
に
、
古
い
時
代
か
ら
詠
ま
れ
た
「
折
楊
柳
」
と
詩
経
か
ら
の
柳
詩
及
び
わ
ず
か
な
が
ら
、
経
書
に
出
て
い
る

柳
を
拾
い
あ
げ
て
検
討
し
、
試
み
て
自
分
な
り
の
結
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。



二
一
一
日
に
楊
柳
と
言
っ
て
も
、
実
は
楊
と
柳
と
は
違
う
植
物
で
あ
る
。

本
草
綱
目
李
時
珍
日
、
楊
枝
硬
而
揚
起
、
故
謂
之
楊
。
柳
枝
弱
市
垂
流
、
故
調
之
柳
。
蓋
一
類
二
種
也
。
（
中
略
）
又
爾
雅
云
、
楊
、
蒲

柳
也
。
施
、
津
柳
也
。
樫
、
河
柳
也
。
観
此
、
則
楊
可
稽
柳
、
柳
亦
可
稀
楊
、
故
今
市
人
猶
併
稀
楊
柳
。

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、

楊
と
柳
と
は
全
く
外
見
の
違
う
植
物
で
あ
る
。

し
か
し
、

根
本
的
に
は
同
類
の
植
物
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
が
わ
か

る
。
こ
の
よ
う
な
混
請
は
、
李
時
珍
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
司
説
文
解
字
』
に

楊
、
蒲
柳
也
。
柳
、
少
楊
也
。

と
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
東
漢
か
ら
、
楊
も
柳
も
類
似
し
た
も
の
と
見
ら
れ
た
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
津
柳
、
河
柳
、
水
楊
な
ど
も

同
類
と
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
植
物
学
の
分
類
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
植
物
は
、
す
べ
て
楊
柳
科
の
も
の
で
は
な
い
。
中
に
は

ポ
プ
ラ
科
の
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
楊
樹
或
い
は
白
楊
と
称
す
る
場
合
、
ポ
プ
ラ
科
の
植
物
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
李
時
珍
が

一
口
う
「
枝
硬
而
揚
起
L

の
楊
は
、

果
し
て
蒲
柳
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
が
疑
問
で
あ
る
。

植
物
学
的
考
察
（
2

）
は
さ
て
お
い
て
、

で
指
摘
し
た
い
の
は
、

一
種
類
の
植
物
で
は
な
く
、

一
群
の
類
似
し
た
習
性
、
外
見
、
或
い
は
類
似
し
た
名
前
を
持

一
般
に
一
一
一
一
日
う
柳
と
は
、

つ
植
物
と
一
一
一
一
口
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
詩
歌
に
登
場
す
る
と
、
柳
、
楊
柳
、
垂
柳
、
又
は
垂
楊
で
も
、

い
ず
れ
も
垂
れ
る
姿
を
持

つ
柳
を
さ
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
第
二
、
ゴ
一
節
に
言
う
楊
柳
は
、
こ
の
垂
れ
る
柳
を
さ
す
。
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さ
て
、
こ
の
楊
と
柳
で
あ
る
が
、
古
代
で
は
ど
の
よ
う
に
人
の
生
活
と
関
わ
っ
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

柳
の
字
義
を
調
べ
る
と
、

い
く
つ
か
気
に
な
る
所
が
あ
る
。

ま
ず
、
葬
式
と
の
関
係
で
あ
る
。

周
雄
、
天
官
、
縫
人
、
史
縫
松
飾
お
。
衣
翠
柳
之
材
。
注
一
五
、
必
先
艇
衣
北
ハ
木
、
乃
以
町
駅
飾
也
。
柳
之
一
一
一
い
来
、
川
一
山
飾
之
所
束
。
書
日
、

分
命
和
仲
一
民
間
日
柳
殺
。
故
書
契
柳
作
抜
利
。
鄭
斗
川
浪
一
五
、
抜
議
為
相
、
川
此
讃
為
柳
、
作
松
飾
口
疏
目
、
柳
即
上
注
、
引
央
大
記
、
椎

荒
是
也
。

キ
ヌ
キ

（
胤
雄
、
天
官
、
縫
人
、
喪
に
は
桁
の
飾
を
縫
ふ
、
実
柳
の
材
に
衣
す
。
注
、
必
ず
先
ず
其
の
木
に
纏
衣
し
て
、
乃
ち
以
て
、
飾
を
張
る
な
り
。
柳
の
一
一
員

は
来
な
り
、
諸
飾
の
深
ま
る
所
な
り
。
書
に
分
か
ち
て
和
仲
に
命
じ
て
阿
に
度
ら
し
め
柳
殺
と
日
ふ
、
と
。
故
書
、
契
柳
を
し
加
川
コ
に
作
る
。
鄭
一
一
川
良

一
一
山
う
、
接
を
読
み
て
川
抗
と
為
す
。
杓
は
沈
み
て
柳
と
為
す
。
皆
、
村
の
飾
な
り
。
）
（
3

）

同
じ
く
鄭
玄
が
雄
記
、
喪
大
記
の
注
に
二
一
一
μ
う、
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飾
棺
者
、
以
華
道
路
及
墳
中
、
不
欲
衆
悪
共
刻
也
。
荒
、

懸
池
於
荒
之
爪
端
、
若
承
醤
然
。

（
桔
を
飾
る
者
は
、
以
て
道
路
及
墳
中
を
華
に
し
、
衆
の
其
の
親
を
忠
む
を
欲
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
荒
は
蒙
な
り
。
芳
に
在
る
を
維
と
日
ひ
、
上
に
在
る
を

笹
川
と
臼
ふ
。
皆
柳
に
衣
す
る
所
以
な
り
。
（
中
略
）
。
柳
は
官
室
に
象
る
。
池
を
荒
の
爪
端
に
懸
く
。
承
一
留
の
若
く
然
り
（
と
云
ふ
）

0

）

蒙
也
。

在
芳
日
雌
、
在
土
日
荒
、
持
所
以
衣
柳
也
。

（
中
略
）
。
柳
象
官
室
、

ま
た
、

可
蝿
杵
名
』
稗
喪
制
に
、

輿
棺
之
車
日
轄
。
（
中
略
）
。
其
蓋
日
柳
。
柳
、
来
也
、
衆
飾
所
束
。
亦
共
形
倭
也
。
亦
日
篭
甲
、
以
篭
犀
亦
然
也
。

（
輿
棺
の
車
を
轄
と
日
ふ
。
（
中
略
）
。
共
の
蓋
を
柳
と
日
ふ
。
柳
は
来
な
り
。
衆
飾
の
来
ま
る
所
、
亦
た
其
の
形
、
懐
な
り
。
亦
た
監
叩
と
日
ふ
。
簡
を

以
て
圧
す
る
も
亦
た
然
り
な
り
。
）



と
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
司
鵡
記
』
檀
弓
篇
上
寸
蓋
蹟
也
し
に
つ
い
て

7
煩
引
飾
柏
以
鞘
、
葬
引
飾
柏
以
柳
妻
L

せ
ん

る
に
鞘
を
以
て
し
、
葬
の
引
は
棺
を
飾
る
に
柳
妻
を
以
て
す
）
と
注
を
付
さ
れ
て
い
る
。

（
贋
の
引
（
ひ
き
づ
な
）
は
棺
を
飾

柳
は
松
の
飾
り
或
い
は
覆
い
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。
柳
車
と
一
一
一
一
口
う
語
が
あ
る
。

j
ニ
鵡
圃
』
の
喪
器
、
柳
車
の
所
寸
柳
車
名
有
山
、
演
謂
之
輔
車
、
葬
謂
之
柳
車
。
下
略
L

つ
ま
り
、

柳
車
は
葬
式
に
用
い
る
車
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
柳
に
関
す
る
記
載
に
拠
っ
た
と
凡
ら
れ
る
も
の
に
、
陸
士
衡
の
挽
歌
詩
に
「
龍
慌
被
康

柳
し
と
二
一
一
日
う
句
が
あ
る
。

柳
穀
或
い
は
柳
谷
と
一
一
一
一
口
う
の
が
あ
る

o
J川
雄
』
天
官
縫
人
の
「
衣
妻
柳
之
材
L

の
疏
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

柳
之
言
束
、
諸
飾
之
所
来
者
。
（
中
略
）
。
柳
者
、
諸
色
所
来
、
日
終
没
共
色
赤
、
兼
有
飴
色
、
故
云
柳
穀
。

（
柳
の
一
一
百
は
来
、
諸
飾
の
来
ま
る
所
。
（
中
略
）
。
柳
は
諸
色
の
来
ま
る
所
、
日
時
に
没
せ
ん
と
す
る
に
、
其
の
色
亦
兼
ね
る
に
余
色
有
り
、
故
に
柳
穀
と
日
ふ
。
）

柳
穀
は
ま
た
昧
谷
、
虞
淵
と
も
二
一
一
口
う
。
司
古
文
尚
世
一
日
L

（

4
）
に
寸
分
命
和
仲
宅
西
、

ま
い

日
昧
谷
L

（
分
か
ち
て
和
仲
に
命
じ
て
西
に
宅
ら
し
め
、
昧
谷
と
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故
日
昧
谷
L

（
昧
は
冥
な
り
。
目
、
谷
に
入
り
て
天
下
冥
な
り
。
故
に
昧
谷

と
日
ふ
。
）
と
あ
る
。
可
山
海
経
』
大
荒
北
綬
「
存
父
不
量
力
、
欲
追
日
長
、
逮
之
子
同
谷
：
：
：
L

（
考
父
は
力
を
量
ら
ず
、
日
長
を
追
わ
ん
と
欲
し
、

日
ふ
。
）
と
あ
り
、

そ
の
注
に
は
っ
味
、
冥
也
。

日
入
於
谷
市
天
下
冥
、

之
に
同
谷
に
逮
ぶ
も
：
：
：
：
：
：
）
と
あ
る
と
こ
ろ
、
郭
瑛
が
注
に
寸
田
内
淵
、

日
所
入
也
、
今
作
虞
L

と
一
一
一
口
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
柳
穀
、
昧

谷
、
又
は
虞
淵
な
ど
、
す
べ
て
太
陽
の
沈
む
所
を
指
す
。

日
没
は
人
間
の
死
を
連
想
し
や
す
い
。
と
同
時
に
、
落
日
の
場
所
は
人
聞
が
死
後

行
く
と
こ
ろ
だ
と
考
え
が
ち
な
の
で
あ
る
。
葬
式
の
一
道
具
に
し
て
も
、

日
の
沈
む
所
に
し
て
も
、
柳
と
一
一
一
一
口
う
植
物
と
ど
れ
だ
け
直
接
的
な

関
係
が
あ
る
か
が
定
か
で
は
な
い
が
、

す
く
な
く
と
も
柳
と
一
一
一
一
口
う
形
（
あ
る
い
は
音
（
5
）
も
含
ま
れ
た
か
も
知
れ
な
い
）
が
、

死
を
連
想
し
ゃ

す
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
上
の
叙
述
を
通
し
て
明
白
で
あ
る
。



植
物
と
し
て
の
柳
、
楊
も
同
じ
で
あ
る
が
、

」
れ
も
ま
た
死
と
関
係
し
て
い
る
。

段
玉
裁
が
『
説
文
解
字
』
「
天
子
樹
松
、
諸
侯
柏
、
大

夫
策
、
士
楊
」
の
所
に
注
し
て
日
、

士
楊
二
宇
賞
作
土
塊
庶
人
楊
五
字
、
持
寓
奪
去
也
。
（
中
略
）
庶
人
無
墳
、
樹
以
楊
柳
。
下
略
。

（
士
楊
の
二
字
、
当
に
「
，
士
塊
庶
人
楊
L

の
五
宇
に
作
る
べ
し
。
縛
～
寓
し
て
奪
去
す
る
な
り
。
庶
人
に
墳
無
く
ん
ば
樹
う
る
に
楊
柳
を
以
て
す
。
）

つ
ま
り
、
古
代
の
一
般
庶
民
の
は
か
は
盛
り
土
を
施
さ
な
い
墓
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
目
じ
る
し
と
し
て
植
え
る
木
は
楊
、
柳
と
定
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
楊
、
柳
を
見
か
け
る
と
、

そ
の
下
に
は
死
者
が
あ
り
、
死
者
と
は
黄
泉
の
国
と
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、
人
々
は
、
或
い
は
死
者
、
或
い
は
死
、
さ
ら
に
黄
泉
と
色
々
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。

漢

無

名

氏

自
楊
初
め
て
生
ふ
る
時

乃
ち
橡
章
の
山
に
在
り

上
葉
青
雲
を
払
い

下
根
黄
泉
に
通
ず
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松 白塗駈 下上乃白
栢楊望車 会根葉在楊
爽何郭上古田~通挽橡初橡
康蒲北東詩。黄青章生章
路 粛墓門十 泉 雲上時行

九
首

松 白造車
柏楊かを

に上
康何郭東無
路ぞ北門名
を粛のに氏
爽 粛墓騒
む たをり

る望て
む



下
有
陳
死
人

杏
杏
即
長
暮

〈
下
略
〉

古

詩

十

九

首

無

名

氏

去
者
日
以
疎
去
る
者
は
日
に
以
て
疎
ま
れ

生
者
日
以
親
生
け
る
者
は
日
に
以
て
親
し
ま
る

出
郭
門
直
視
郭
門
を
出
で
て
直
ち
に
視
れ
ば

但

見

丘

奥

墳

但

見

る

丘

と

墳

と

を

す

古
墓
墾
為
田
古
墓
は
翠
か
れ
て
田
と
為
り

松

柏

推

為

薪

松

柏

は

提

か

れ

て

薪

と

為

る

白

楊

多

悲

風

白

楊

に

悲

風

多

く

粛
粛
愁
殺
人
粛
粛
と
し
て
人
を
愁
殺
す

思
還
故
里
間
故
の
里
聞
に
還
ら
ん
と
思
ひ

欲
腸
道
無
因
蹄
ら
ん
と
欲
す
る
も
道
の
因
べ
き
無
し

杏i下
杏に
と陳
し死
ての
長人
暮有
にり
日［J
く
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楊
樹
も
柳
樹
も
、
詩
人
の
日
か
ら
見
る
と
、

ま
さ
に
傷
心
の
木
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
楊
柳
小
考
し
（
6
）
の
中
で
す
で
に
触
れ
た
が
、
柳
は
形
態
の
上
で
も
、
習
性
の
上
で
も
、
古
代
人
に
信
仰
の
象
徴
或
い
は
道
具
と
し
て
崇

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
再
生
力
の
強
い
植
物
で
あ
る
上
、
さ
ら
に
、
基
の
木
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
な
ら
ば
、

お
よ
そ
木
の
中
で
、
人
々
に

独
特
の
感
情
を
与
え
つ
つ
、
最
も
深
く
生
活
に
浸
み
こ
む
木
で
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

信
仰
の
木
、

或
い
は
死
を
意
識
さ
せ
る
木
、

更
に
そ
の
木
自
身
が
持
つ
強
い
生
命
力
、

」
の
よ
う
な
特
長
か
ら

い
っ
た
い
後
々
の
世



ず
」
、

ー

楊
柳
が
別
離
の
象
徴
と
な
っ
た
の
と
直
接
に
関
係
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
っ
て
来
た
の

か
口
そ
の
あ
た
り
に
は
、

ま
だ
は
っ
き
り
し
た
根
拠
が
見
あ
た
ら
な
い
が
、
以
上
述
べ
て
来
た
楊
と
柳
が
象
徴
す
る
日
没
、
死
、
黄
泉
、

そ

し
て
再
生
す
る
な
ど
は
、
非
常
に
大
切
な
背
景
に
な
っ
た
に
違
い
は
あ
る
ま
い
。

ま
た
、

そ
の
背
景
が
あ
っ
て
こ
そ
、
極
め
て
自
然
に
、
人

人
は
楊
柳
に
別
離
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
あ
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
7
）O

寸
折
楊
柳
L

と
は
楊
柳
の
枝
を
手
折
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
枝
を
手
折
っ
て
、
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
。

そ
れ
は
別
れ
の
し

る
し
で
あ
り
、

寸
折
楊
柳
L

は
別
れ
の
歌
で
あ
る
と
一
般
に
ニ
一
一
口
わ
れ
て
い
る
。

梁
陳
の
頃
、
移
し
く
詠
ま
れ
た
横
吹
曲
寸
折
楊
柳
L

だ
け
を

取
り
あ
げ
て
見
る
と
、
確
か
に
「
折
楊
柳
」
が
別
れ
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
領
け
る
。
梁
陳
以
降
、
唐
代
を
経
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

そ
れ
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が
常
識
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
通
常
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
漢
人
の
著
と
さ
れ
る

3
ニ
輔
黄
圃
』
で
あ
る
。

覇
橋
在
長
安
束
、
跨
水
作
橋
、
漢
人
送
客
至
此
、
折
柳
贈
別
。

し
か
し
、
清
人
孫
星
約
は
こ
の
本
を
校
勘
す
る
と
き
寸
（
橋
）
以
下
十
一
宇
後
人
妄
加
、
今
削
去
L

と
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
折
柳
贈
別
の
風

習
が
漢
か
ら
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
れ
て
く
る
。
実
際
、
梁
陳
以
前
の
作
品
を
検
討
す
る
と
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
風
習
が
見
出
せ
る

と
は
言
え
な
い
し
、

柳
を
詠
む
賦
を
見
て
も
、

別
離
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
で
あ
る
。
郭
茂
倍
の
輯
な
る
『
楽
府
詩
集
』
に
よ
る
と
、
「
折

楊
柳
L

は
漢
の
李
延
年
が
制
作
し
た
横
吹
曲
（
8
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
漢
代
の
曲
僻
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
漢
代
に
制
作
さ
れ
た
当

時
の
曲
名
と
題
意
と
は
ど
の
よ
う
な
関
連
（
9

）
が
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
し
、

離
別
歌
で
あ
る
か
ど
う
か
も
当
然
判
断
出
来
な
い
。



可
楽
府
詩
集
』
に
は
寸
折
楊
柳
L

の
ほ
か
、
「
折
楊
柳
行
L

「
折
楊
柳
歌
L

「
月
節
折
楊
柳
歌
」
「
折
楊
柳
校
歌
L

寸
馨
楊
枝
L

な
ど
類
似
し
た
歌

題
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
曲
辞
を
見
る
と
、
時
代
時
代
に
よ
っ
て
、

ま
た
北
方
か
市
方
か
に
よ
っ
て
、
主
題
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
以
下
は
似
宜
上
、

1
漢
貌
E
日
の
折
楊
柳
行
、

2
北
朝
の
折
楊
柳
歌
、

3
市
朝
の
民
歌
、

4
梁
陳
朝
の
横
吹
曲
折
楊
柳
、
と
四
つ

に
分
け
て
、
曲
僻
の
主
題
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

漢
貌
膏
の
折
楊
柳
行

全
部
で
六
首
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
題
名
は
い
ず
れ
も
折
楊
柳
行
で
あ
り
、
五
言
と
な
っ
て
い
る
が
、

旬
数
は
迷
う
し
、
内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

時
代
の
順
に
整
理
す
る
と
、

作
者
、

句
数
、

主
題
は
次
の
よ
う
に
な

る。

川
士
日
俳
、
無
名
氏
問
句
（
詠
史
勧
戒
）

凶
孔
融

Mm
句
辞
世
（
勧
戒
）

同
魂
文
帝
背
不
一

M
句
遊
仙
（
勧
戒
）

凶

陸

機

初

旬

述

懐

同

謝

霊

運

ロ

句

述

懐

川
間
謝
霊
運
日
句
別
離
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ま
ず
、
川
の
十
日
僻
は
、
然
、
料
、
川
亥
、
夫
九
訟
な
ど
、
忠
臣
の
諌
ベ
一
．
u
を
無
J

似
し
た
将
君
が
自
業
自
得
の
最
期
を
遂
げ
る
史
尖
が
並
べ
ら
れ
る

一
政
史
詩
で
あ
り
、
「
借
古
川
今
し
の
一
山
文
京
が
凡
ら
れ
る
。

ωの
作
品
は
、
近
人
法
欽
立
が
料
校
し
た
『
先
案
渓
魂
背
市
北
朝
詩
ι
に
拠
っ
て
、

取
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
品
）

O

法
一
本
に
は
題
名
の
「
臨
終
詩
L

に
続
い
て
、
寸
書
紗
作
折
楊
柳
行
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。
折
楊
柳
の
メ
ロ
デ

イ
ー
に
の
せ
て
占
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

全
体
に
、

大
さ
な
中
心
H

は、

往
々
に
し
て
些
細
な
こ
と
に
山
米
す
る
、

正
は
往
々
に
し
て
邪
に
勝
た



ず
、
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
な
こ
と
を
延
々
と
述
べ
、
自
分
の
忠
誠
心
が
空
回
り
し
た
虚
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
。
死
に
臨
む
と
き
特
有
の
、

一
種
の
投

げ
や
り
調
が
浸
み
で
て
い
る
が
、
あ
る
意
味
で
は
、
勧
戒
と
も
言
え
る
。
同
で
は
、
文
帝
が
西
山
の
仙
童
に
も
ら
っ
た
霊
薬
を
服
用
し
、
四

海
に
浮
遊
し
た
が
、
行
く
べ
き
道
が
わ
か
ら
な
い
。
結
日
川
は

J
H
家
多
迂
怪
、
前
五
道
我
所
観
L

と
嘆
く
に
終
っ
て
い
る
。
最
後
の
六
旬
は
勧

戒
の
怠
凶
を
も
伺
え
る
。
川
聞
と
聞
は
い
ず
れ
も
不
過
を
歌
い
、
人
生
の
空
し
さ
に
感
慨
す
る
。
附
に
つ
い
て
、
迷
欽
立
氏
は
書
紗
、
自
帖
に

依
っ
て
、
謝
主
運
の
作
で
は
な
く
、
鶏
文
併
の
詩
作
だ
と
し
て
い
る
。

そ
の
題
は
寸
見
挽
船
士
兄
弟
僻
別
詩
L

と
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
、

内
容
を
見
る
と
、
文
帝
詩
の
題
の
方
が
よ
り
相
応
し
い
が
、

い
ず
れ
の
作
に
せ
よ
、
こ
の
作
品
で
は
漢
の
「
折
楊
柳
」
が
離
別
歌
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
の
六
首
の
い
ず
れ
に
も
歌
詞
に
「
折
楊
柳
」
、

又
は
そ
れ
ら
し
い
動
作
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
し

題
意
と
内
科
と
の
間
に
密
接
し
た
関
連
性
も
見
出
せ
な
い
。
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
替
え
歌
の
よ
う
な
も
の
で
、
た
ま
た
ま
刷
の
よ
う
な
別
離

2 

北
朝
の
折
楊
柳
歌

可
楽
府
詩
集
』
に
ま
た
梁
鼓
角
横
吹
曲
と
称
す
る
北
歌
が
あ
る
。

折
楊
柳
歌
僻
五
首
、

折
楊
柳
校
歌
四
首
が
含
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を
歌
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
ぐ
ら
い
の
理
解
し
か
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

ま
れ
て
お
り
、
す
べ
て
が
詠
人
不
知
で
あ
る
。

折
楊
柳
歌
辞

1
上
馬
不
捉
鞭
、
反
折
楊
柳
枝
、
牒
座
吹
長
笛
、
愁
殺
行
客
人
。

2
腹
中
愁
不
楽
、
願
作
郎
馬
鞭
、
出
入
撰
郎
皆
、
蝶
座
郎
膝
透
。

3
放
馬
雨
泉
湾
、
忘
不
著
連
覇
、
携
鞍
逐
馬
走
、
何
得
見
馬
騎

0

4
逢
看
孟
津
河
、
楊
柳
欝
婆
裟
、
我
是
虜
家
児
、
不
解
漢
見
歌
。

5
健
児
須
快
馬
、
快
馬
須
健
児
、
脳
政
黄
塵
下
、
然
後
別
雌
雄
。



折
楊
柳
枝
歌

6
上
馬
不
捉
鞭
、
反
劫
楊
柳
枝
、
下
馬
吹
長
笛
、
愁
殺
行
客
見
。

7
門
前
一
株
棄
、
歳
歳
不
知
老
、
阿
婆
不
嫁
女
、
那
得
孫
児
抱

0

8
救
救
何
力
力
、
女
子
臨
歯
織
、
不
問
機
行
整
、
只
聞
女
歎
息
。

9
問
女
何
所
思
、
問
女
何
所
憶
、
阿
婆
許
嫁
女
、
今
年
無
消
息
。

こ
の
九
首
の
歌
は
す
べ
て
五
言
四
句
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
魂
亙
日
の
折
楊
柳
歌
行
の
調
ベ
レ
」
は
違
う
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ー
、

6
番

歌
は
行
客
の
愁
い
を
歌
い
、

2
番
歌
は
女
性
が
出
掛
け
て
行
く
男
性
に
別
れ
難
い
気
持
を
詠
ん
で
い
る
。

3
、
4
、
5
番
歌
は
北
方
男
児
の

た
く
ま
し
い
様
を
歌
に
し
て
い
る
。
健
児
と
快
馬
、
草
原
を
駆
け
め
ぐ
る
姿
は
い
か
に
も
雄
々
し
い
。

7
、
8
、
9
番
歌
は
一
変
し
て
、
女
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性
が
嫁
に
行
き
た
い
と
家
族
を
促
す
歌
と
な
る
。
ま
わ
り
く
ど
く
な
く
、
純
粋
な
気
持
を
表
わ
す
素
朴
な
歌
で
あ
る
。
九
首
と
も
わ
か
り
や

す
い
言
葉
で
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
楊
柳
を
手
折
る
こ
と
と
関
連
す
る
と
は
見
ら
れ
な
い
。
曲
名
は
一
首
目
の
「
上
馬
不
捉
鞭
、
反
折

楊
柳
枝
L

か
ら
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
種
の
寸
踊
目
発
想
L

と
思
う
が
、
楊
柳
校
を
鞭
の
代
り
に
使
お
う
と
し
て
折
る
あ
た
り
は
、
馬

に
馴
れ
て
い
る
北
方
民
族
だ
か
ら
こ
そ
出
る
発
想
で
あ
る
。

「
行
客
の
愁
」
「
牧
歌
」
「
閤
思
」
な
ど
、

易
し
い
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
が
、

趣
き
が
あ
っ
て
、
面
白
い
歌
の
一
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
折
楊
柳
す
な
わ
ち
別
離
と
言
っ
た
趣
向
は
、
こ
の
一
群
の
歌
か
ら
は
特
に
見
出
せ

な
い
よ
う
で
あ
る
。

3 

南
朝
の
民
歌

宋
よ
り
梁
に
か
け
て
、
市
方
で
は
寸
月
節
折
楊
柳
歌
し
と
一
一
一
一
口
う
季
節
の
風
物
を
織
り
こ
ん
だ
男
女
の
愛
を
托
す
歌
が

流
行
し
た
。

一
月
か
ら
十
二
月
、
閏
月
も
加
え
て
、
全
部
で
十
三
首
が
あ
る
。

そ
の
一
部
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
口



成 大 織 ；＝＆：；捻折倶何芙
閏 樹女 得香楊生慮蓉

右暑閏縛十遊七長散柳世覚始四
三興月蒲月河月 相名 尊同懐月
首寒歌索歌漫歌取花 前 心 蓮 歌
は、

考春天牽
~秋陰牛
~補不顧
吉小作自
示月雨歎
す
た念厳
め子霜
tこ釦E 当主

骨iミ衣
見開落

五折折
で 楊楊
；朝日 朝日
lift 

？！.陰林
f陽中
Jご推 輿
支我松
を去柏
省
略那歳
-r得寒
令有不
） 定 相
主負

芙
蓉
始
め
て
蓮
を
懐
く
も

何
れ
の
慮
に
か
同
心
を
覚
め
ん

倶
に
世
尊
の
前
に
生
ま
れ

ヘ
折
楊
柳

香
を
捻
じ
て
名
花
を
散
じ

志
し
て
長
く
相
取
る
を
得
ん

一
命
日
復
周
年
、
折
楊
柳
、
撹
結
長
命
草
、
同
心
不
相
負
。
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十
三
首
が
全
部
右
の
よ
う
に
五
言
三
句
と
五
言
二
句
と
の
聞
に
、
折
楊
柳
と
言
う
三
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
前
の
五
三
口
三
句
が
季
節
の
景
色

風
物
を
描
き
、
後
の
男
女
の
、
或
い
は
情
愛
、
或
い
は
誓
い
、
或
い
は
相
思
な
ど
を
引
き
出
す
。
聞
の
折
楊
柳
は
前
の
叙
景
が
後
の
行
情
に

変
る
と
き
の
転
折
套
語
で
あ
る
。

一
種
の
ハ
ヤ
シ
言
葉
と
も
見
ら
れ
る
が
、
実
は
こ
の
折
楊
柳
こ
そ
意
味
深
い
存
在
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
単
に
ハ
ヤ
シ
言
葉
が
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
無
意
味
な
あ
て
宇
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
、
歌
意
の
転
折
と
し
て
働
か

せ
る
の
が
眼
目
で
あ
り
、
折
楊
柳
に
は
す
で
に
、

一
つ
の
歌
い
手
も
聞
き
手
も
知
っ
て
い
る
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
使
わ
れ



た
の
だ
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

撃
楊
枝

白
従
別
君
来

不
復
著
綾
雄

主
且
眉
不
注
口

施
朱
蛍
奈
何

君
に
別
れ
て
よ
り
こ
の
か
た

ふ
た
た
び
綾
維
を
著
ず

眉
を
査
く
も
口
に
注
け
ず

朱
を
施
す
と
も
ま
さ
に
い
か
ん
す
べ
き

恋
焦
が
れ
る
人
と
別
れ
別
れ
に
な
っ
た
女
性
の
け
だ
る
さ
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
歌
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
別
れ
の
歌
の
題
名
が
ど
う
し

て
「
磐
楊
枝
し
な
の
か
、
楊
枝
を
撃
っ
て
、
何
を
し
た
の
か
。先

以
楊
枝
括
門
、
随
楊
枝
所
指
、
侃
以
柄
附
飲
食
及
一
旦
粥
括
処
引
而
祭
之
。

梁

宗

慎

J
刑
楚
歳
時
記
L

（
正
月
十
五
日
、
一
1
ぃ
燥
を
作
り
、
油
膏
を
立
ハ
の
上
に
加
え
、
以
て
門
戸
を
一
刷
る
。
先
ず
楊
枝
を
以
て
川
上
に
拍
み
、
持
校
の
指
す
一
山
に
随
い
、
仰
に
洞
肺

飲
食
及
び
豆
粥
を
以
て
箸
を
描
み
、
こ
れ
を
祭
る
。
）

月

~ 1 

作
一
旦
庶
加
油
口
共
上
、
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以
嗣
fl'J 
ド

磐
楊
枝
の
男
女
も
、
こ
の
よ
う
に
楊
枝
で
二
人
の
恋
の
行
方
を
占
っ
た
の
か
。
或
い
は
二
人
の
変
ら
ぬ
気
持
の
証
と
し
て
、
相
子
に
贈
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
撃
楊
枝
が
無
意
味
な
行
動
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
寸
月
節
折
楊

柳
歌
」
の
中
の
折
楊
柳
は
、
決
し
て
、
他
の
歌
詞
で
は
取
っ
て
代
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

4 

梁
陳
の
横
吹
曲
っ
折
楊
柳
L

民
間
で
は
児
女
の
情
愛
を
歌
う
っ
月
節
折
楊
柳
歌
L

が
流
行
し
た
一
方
、
文
人
の
手
に
よ
る
楽
府
「
折



楊
柳
L

も
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
梁
朝
の
筒
文
帝
、
一
苅
帝
及
び
陳
後
主
が
こ
よ
な
く
横
吹
曲
を
愛
し
た
が
た
め
に
、
臣
下
も
そ
れ

に
悲
か
れ
て
、
競
っ
て
新
辞
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
時
代
、
文
人
の
聞
に
相
和
と
一
一
一
一
日
う
風
潮
が
盛
ん
だ
っ
た
の
で
、
楽
府
詩
も
そ

の
対
象
と
し
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
梁
陳
に
は
大
量
の
横
吹
曲
新
僻
が
制
作
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
（
日
）

O

こ
の
時
代
、

新
し
く
名
づ
け
ら
れ
た
由
題
も
あ
れ
ば
、

古
い
時
代
の
曲
名
を
す
こ
し
手
直
し
た
も
の
も
あ
る
（
口
）
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
題
名
と
曲
僻
と
が

非
常
に
密
接
な
関
連
を
持
た
さ
れ
、
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
折
楊
柳
も
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
題
名
こ
そ
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
は
言
え
、
曲
僻
と
題
名
と
の
関
連
性
は
必
ず
し
も
密
接
だ
と
は
一
一
一
口
え
な
か
っ
た
し
、
調
刺
な
の

か
、
述
懐
な
の
か
、
遊
仙
な
の
か
、

は
っ
き
り
と
し
た
性
格
を
も
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
寸
折
楊
柳
L

に
新
し
い
生
命
を
注
入
す
る

の
は
、

そ
う
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
楊
柳
の
枝
を
手
折
る
L

こ
と
に
意
味
づ
け
さ
え
す
れ
ば
、

あ
と
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
従
っ

て
作
肘
僻
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
果
し
て
、
梁
陳
の
文
人
は
、
漢
代
の
人
に
「
折
柳
贈
別
し
と
一
一
一
一
口
う
風
習
が
あ
っ
た
と
い
い
じ
て
、

一
種
の
懐
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古
趣
味
と
し
て
、

詩
作
を
し
た
の
だ
ろ
う
か

0
3
二
輔
黄
園
』
の
信
溶
性
が
疑
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、

や
は
り
、

民
間
の
風
習
に
使
わ
れ
る
楊

柳
の
占
い
性
、
男
女
間
の
情
愛
の
証
と
し
て
の
役
割
の
方
が
寸
折
楊
柳
L

の
意
味
づ
け
の
際
に
、
詩
人
に
と
っ
て
、

よ
り
説
得
的
、
よ
り
刺

激
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
も
、
官
体
詩
を
好
む
文
人
達
が
、
哀
愁
の
念
を
掻
き
立
て
ら
れ
た
り
、
或
い
は
哀
愁
の
気
分
を
詩
に

織
り
こ
む
と
き
に
使
っ
た
り
す
る
素
材
と
し
て
、
楊
柳
の
依
々
た
る
姿
は
、
非
常
に
う
ま
く
機
能
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
「
折
楊
柳
し
の

別
れ
を
伴
う
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く
大
き
な
要
素
と
見
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。

折
楊
柳

高
里
音
塵
絶

千
傑
楊
柳
結

江
総

高
里
音
塵
絶
ち

千
傑
楊
柳
結
ぶ



不
悟
信
園
花

這
同
天
嶺
雪

春
心
自
浩
蕩

春
樹
柳
馨
折

共
此
依
依
情

無
奈
年
年
別

悟
ら
ず
侶
園
の
花

遥
か
に
天
嶺
の
雪
と
同
じ
き
を

春
心
自
ら
浩
蕩
し

春
樹
柳
か
馨
折
す

此
の
依
々
の
情
を
共
に
す
る
も

年
年
の
別
れ
を
い
か
ん
と
も
す
る
な
し

こ
の
時
代
以
降
の
作
は
、
す
べ
て
右
の
よ
う
に
五
一
一
一
一
同
八
句
を
成
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
詠
吟
さ
れ
は
し
た
が
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
っ
て
は
歌

わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、
詩
の
中
の
楊
柳
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

典
故
、
用
例
の
有
無
を
重
じ
る
こ
と
は
、
中
国
の
文
学
作
品
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
生
活
の
中
で
よ
く
使
わ
れ
る
成
語
、
諺
な
ど
の
多

そ
の
源
と
な
る
も
の
は
、
往
々
に
し
て
、

く
は
、
古
の
時
代
に
源
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
詩
語
、
素
材
な
ど
も
勿
論
そ
う
で
あ
る
が
、

詩
経
で
あ
る
。
楊
柳
の
詩
も
詩
経
か
ら
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

3
告
別
経
』
に
柳
及
び
楊
は
九
箇
所
出
て
い
る
。

(2) (1) 

隠折
有柳
楊奨

圃

秦奔
風風



聞
東
門
之
楊

凶
楊
柳
依
依

同
北
山
有
楊

附
汎
汎
楊
舟

山
苑
彼
柳
斯

附
楊
園
之
道

則
有
苑
者
柳

陳
風

小
雅
、
采
微

小
雅
、
南
山
有
蓋

小
雅
、
菩
脊
者
我
、

小
雅
、
小
弁

小
雅
、
巷
伯

小
雅
、
宛
柳

采
寂

川
は
、
柳
で
菜
園
の
ま
が
き
を
作
る
の
は
無
駄
で
あ
る
こ
と
を
比
喰
し
て
い
る
。
聞
は
、
上
旬
の
寸
阪
有
桑
し
に
続
く
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

阪
地
に
桑
を
植
え
、
湿
地
に
楊
を
植
え
る
こ
と
が
、
各
々
そ
の
宜
を
得
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
聞
は
、
男
女
の
相
会
の
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場
所
を
さ
し
て
い
る
。
楊
柳
は
相
会
の
場
所
の
目
じ
る
し
で
あ
る
が
、
白
川
静
氏
は
「
東
門
之
楊
L

は
歌
垣
の
場
所
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
い

る
（
日
）
。
同
は
、
単
な
る
北
山
に
楊
あ
り
と
一
五
う
叙
景
表
現
で
あ
る
。
川
聞
の
汎
々
楊
舟
は
、
舟
の
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
様
子
か
ら
不
安
な
気
持
を

表
わ
し
て
い
る
が
、
と
く
に
楊
柳
そ
の
も
の
を
立
つ
て
は
い
な
い
。
間
に
は
「
的
側
時
↓
畦
一
L

と
一
一
一
一
口
う
句
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
が
の
ち
、

柳
と
蝉
と
の
組
合
せ
の
用
法
の
濫
傾
と
な
る
。
附
の
楊
園
は
低
い
地
の
意
味
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
ま
た
柳
樹
と
無
関
係
な
用
法
で
あ
る
。

倒
「
有
苑
者
柳
L

の
苑
は
欝
倉
と
茂
る
の
意
で
、
こ
の
詩
は
茂
々
と
し
た
柳
樹
を
言
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
景
色
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
は
凶

で
あ
る
が
、

そ
の
全
文
を
先
ず
記
し
て
お
こ
う
。

昔
我
往
失

楊
柳
依
依

今
我
来
思

昔
我
往
き
し
と
き

楊
柳
依
々
た
り
き

今
我
来
た
る



雨
雪
穿
罪

行
道
遅
遅

載
渇
載
飢

我
心
傷
悲

英
知
我
哀

我我載Z道雪
ががちわを雨ι

哀心渇行る
を 傷 し く こ
知悲載こと
るすちと穿
莫 飢遅穿
し す渥た

たり
り

北
方
の
同
坑
に
赴
い
た
兵
士
が
、
任
務
を
終
え
、
故
郷
へ
帰
る
と
き
に
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
自
分
が
旅
立
つ
と
さ
、
楊
柳
は
し
な
だ
れ
る

様
子
で
あ
っ
た
。
今
は
帰
途
に
就
い
て
い
る
が
、
雪
の
た
め
に
進
む
も
思
い
に
任
せ
ず
、
飢
え
と
渇
き
と
が
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
て

く
る
。
故
郷
を
懐
し
ん
で
は
痛
む
心
の
内
を
、
誰
ぞ
知
る
人
や
あ
ら
ん
と
言
う
、
非
常
に
素
朴
な
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
後
世
に
大
き
く
影

一
つ
は
、
楊
柳
が
詩
文
に
出
る
姿
で
あ
っ
て
、
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響
を
与
え
る
用
法
は
二
つ
あ
る
。

い
つ
も
依
々
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
こ

の
歌
が
漂
わ
せ
て
い
る
哀
情
が
、
常
に
楊
柳
を
借
り
て
、
の
ち
の
詩
の
表
情
を
も
醸
し
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
詩
の
楊
ゆ

依
依
は
単
な
る
叙
景
で
あ
る
と
言
い
切
る
こ
と
も
出
来
る
。
自
分
が
旅
立
つ
と
き
、
柳
に
託
し
て
別
れ
の
情
を
惜
し
ん
だ
と
は
と
て
も
読
め

あ
る
ま
い
。

な
い
。
読
め
な
い
け
れ
ど
も
、
す
く
な
く
と
も
あ
の
弱
弱
し
げ
な
柳
の
し
だ
れ
る
さ
ま
は
き
っ
と
別
れ
の
悲
し
み
を
一
層
増
し
た
に
違
い
は

そ
し

口
u

詩
経
』
を
読
ま
な
い
詩
人
は
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

て
、
自
分
が
親
友
と
別
れ
る
は
め
に
な
る
と
、
無
意
識
に
こ
の
シ

l
ン
を
思
い
浮
べ
、
自
分
の
心
境
と
重
な
り
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

中
国
の
詩
人
な
ら
ば
、

一
度
は
こ
の
別
れ
の
シ

l
ン
を
頭
で
覚
え
、

し、
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
楊
柳
は
す
ぐ
に
別
離
の
テ

l
マ
で
活
躍
す
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

可
楚
静
n
h

に
は
三
箇
所
し
か
登
場
し
な

使
長
楊
先
導
今

」
の
長
楊
は
山
神
、
す
な
わ
ち
沸
沸
の
こ
と

〈
古
仏
〉



哀
枯
楊
之
寛
鵜

泣
楊
舟
於
命
日
稽
今

枯
楊
の
樹
に
あ
る
こ
と
は
、
危
殆
に
居
る
こ
と
を
比
恥
し
て
い
る
。
〈
歎
怨
〉

楊
舟
は
す
な
わ
ち
、
詩
経
の
汎
々
楊
舟
で
あ
る
。
船
の
こ
と
を
指
す
。
〈
歎
遊
〉

い
ず
れ
も
楊
柳
を
お
材
と
し
て
使
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
一
リ
え
る
。

法
欽
立
輯
守
先
秦
渓
鶏
廿
巾
北
朝
詩
』

の
順
で
凡
て
い
く
と
、

持
ま
で
の
詩
に
柳
は
あ
ま
り
出
て
来
な
い
の
で
あ
る
（
円
。

楊
柳
が
来
場

す
る
数
少
な
い
詩
の
中
で
、
楊
柳
が
た
だ
の
長
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
桃
と
対
句
の
形
で
表
現
さ
れ
た
り
、
蝉
と
一

緒
に
詠
ま
れ
た
り
す
る
。

歌

漢

張

衡

浩
浩
陽
春
殺
浩
々
と
し
て
陽
春
発
く

楊
柳
何
依
依
楊
柳
何
ぞ
依
々
た
り

百
品
自
市
蹄
百
也
州
市
よ
り
蹄
りあ

つ
ま

掬
朔
草
我
枝
賄
朔
し
て
我
枝
に
奉
る

古

詩

十

九

首

無

名

氏

青

古

河

畔

草

青

青

た

り

河

畔

の

草

穆
欝
園
中
柳
穆
穆
た
り
圏
中
の
柳

盈
盈
棲
上
女
盈
盈
た
り
棲
上
の
女

校
校
世
田
胞
踊
校
校
宙
開
に
当
る

蛾
蛾
紅
粉
粧
賊
賊
た
り
紅
粉
の
粧

織
繊
出
素
子
織
織
素
手
を
出
だ
す

北
川
為
侶
家
女
昔
は
侶
家
の
女
た
り
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今
為
蕩
子
婦

蕩
子
行
不
蹄

空
株
猫
難
守

今
は
蕩
子
の
婦
と
な
る

蕩
子
行
き
て
蹄
ら
ず

空
株
濁
り
守
る
こ
と
難
し

擬

明

月

何

校

々

音

陸

士

衡

安
寝
北
堂
上
安
ら
か
に
北
堂
の
上
に
寝
ぬ
れ
ば

ま
ど

明

月

入

我

踊

明

月

我

が

踊

に

入

れ

り

照
之
有
徐
障
照
ら
し
て
は
徐
り
の
障
有
れ
ど

撹
之
不
盈
手
撹
ら
ん
と
す
れ
ば
手
に
盈
た
ず

涼
風
繰
曲
房
涼
風
は
曲
房
を
繰
り

寒
蝉
鳴
高
柳
寒
蝉
は
高
柳
に
鳴
く

蜘
踊
感
節
物
蜘
闘
し
て
節
物
に
感
ず

わ
が
ぴ
と
た
び

我
行
永
巳
久
我
の
行
は
永
く
巳
に
久
し

瀞
宣
命
日
無
成
遊
宜
も
成
る
こ
と
無
か
る
命
日
し

離
忠
常
難
守
離
の
思
ひ
は
常
し
く
は
守
り
難
し

士ず

秋
節
良
可
悲

百
華
成
萎
落

堂
前
柳
随
風

疏
林
樹
粛
索
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疏堂百秋
林 前華節

樹柳 成2良3
に菅

粛 風萎悲
索に落し司
た随すむ馬
りひ ベ彪

し



右
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
、
感
傷
的
で
、
悲
し
げ
に
包
ま
れ
る
作
品
ば
か
り
で
あ
る
が
、
楊
柳
、
す
な
わ
ち
別
離
と
言
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
る
も
の
は
皆
無
と
言
っ
て
良
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
望
郷
、
閤
怨
、
悲
秋
な
ど
の
よ
う
な
作
品
に
、
楊
柳
の
存
在
が
だ
ん
だ
ん
大

切
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
楊
柳
に
は
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
済
以
降
に
な
る
と
、
別
れ
の
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
た

楊
柳
が
す
こ
し
ず
つ
詩
作
の
中
に
広
が
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

送
別
詩

春
満
方
解
鐸

弱
柳
向
低
風

相
忠
勝
安
寄

伝
望
南
飛
鴻

送
別
詩

東
風
柳
線
長

送
郎
上
河
梁

未
蓋
樽
前
酒

妾
涙
巳
千
行

不
愁
書
難
寄

但
恐
髪
賂
霜

望
懐
白
首
約

江
上
早
蹄
航

奔

劉

給

春
満
ち
て
ま
さ
に
穫
を
解
か
ん
と
せ
ん

弱
柳
低
風
に
向
か
ふ

相
思
ま
さ
に
安
ん
ぞ
寄
ら
ん
と
す

南
に
飛
ぶ
鴻
を
候
望
す

梁
活
局
長

東
風
に
柳
線
長
く

郎
を
送
り
て
河
梁
に
上
る

未
だ
櫓
前
の
酒
を
尽
さ
ず

妾
が
涙
す
で
に
千
行
と
な
る

書
寄
す
る
こ
と
難
き
を
愁
へ
ず

但
者
ま
さ
に
霜
な
ら
ん
と
す
を
恐
る

白
首
の
約
を
望
み
懐
い
て

江
上
早
く
蹄
航
す
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送
別
詩
と
は
言
っ
て
も
、
特
に
楊
柳
に
「
離
情
L

を
託
し
た
ま
で
は
読
め
な
い
が
、
楊
柳
が
別
れ
を
告
げ
る
際
、
必
須
の
景
物
と
し
て
、
詩



に
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
役
割
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
来
た
と
一
一
一
一
口
っ
て
良
か
ろ
う
。

白

君

之

出

失

梁

沈

約

白
君
之
出
失
君
の
出
て
た
る
よ
り

楊
柳
正
依
依
楊
柳
ま
さ
に
依
依
た
り

君
去
無
消
息
君
去
り
て
消
息
な
く

唯

見

黄

鶴

飛

唯

黄

鶴

の

飛

ぶ

を

み

る

陶

山

多

険

阻

閥

山

険

阻

多

く

士

馬

少

光

輝

土

馬

光

輝

少

し

流

年

無

止

極

流

年

極

め

て

止

ま

る

無

く

君
去
何
時
蹄
君
が
去
り
て
い
つ
婦
ら
ん

-112-

見
え
る
が
、

こ
れ
は
詩
経
の
「
昔
我
往
央
、
楊
柳
依
依
」
が
意
識
に
あ
っ
て
の
作
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
の
中
の
楊
柳
は
、
単
な
る
別
れ
際
の
一
点
景
と
も

同
じ
く
沈
約
の
作
で
寸
翫
厄
柳
詩
L

（
可
玉
喜
新
一
一
d
L
は
詠
柳
と
な
っ
て
い
る
）
と
言
う
の

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

が
あ
る
。

遊、需軽
人、露｜岱
末、柔挽
慮、且 ill
去、 k 章

為、楚爽
比、妃道
還、思述
－故、欲未
知j)~絶央

同
風
結
復
解
、

班
女
一
保
成
行
、

「
遊
人
未
だ
ま
さ
に
去
る
べ
か
ら
ず
、

こ
れ
が
為
に
故
郷
へ
蹄
ら
む
。
L

「
此
し
は
柳
を
さ
す
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。

故
里
を
離
れ
る
と



会」、

柳
に
何
か
特
別
な
意
味
を
托
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。

そ
れ
は
、

柳
枝
を
贈
別
の
し
る
し
と
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
或
い
は
、
楊
柳
樹
の
下
で
、
別
れ
を
告
げ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
真
相
は
不
明
で
あ
る
が
、
楊
柳
を
詩
に
織
り
こ
む
こ
と
自
体
、
決
し

と
す
る
と
、

の
楊
柳
も
他
の
植
物
が
取
っ
て
代
る
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
で
あ

る
と
一
一
同
え
よ
う
。

て
無
立
味
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

三
h
l

けリ

オ
才
・
μ
H
M

翻
州
知
度
燕
隻
比
翼

楊
柳
千
保
共
一
色

但
宥
陪
上
裕
子
蹄

誰
能
封
此
空
相
憶

「
自
君
之
出
失
L

繭
子
顕

翻
鴛
皮
燕
饗
比
翼

楊
柳
千
保
共
に
一
色

但
見
る
岡
上
手
を
指
へ
て
踊
る
を

誰
か
能
く
此
に
封
し
て
空
し
く
相
憶
は
む
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以
上
に
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、

こ
の
中
の
楊
柳
も
、
沈
約
の
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。

梁
に
入
っ
て
、

楊
柳
は
こ
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
離
別
詩
に
不
可
欠
な
長
物
と
し
て
、

ur
場
す
る
の
で
あ

る
。
唐
代
と
な
れ
ば
、
楊
柳
H
別
離
と
ま
で
常
識
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
思
う
に
、
こ
れ
は
「
折
楊
柳
し
と
同
じ
よ
う
に
民
間
の
風
習
に
刺
激

さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
横
吹
曲
寸
折
楊
柳
L

の
新
し
い
曲
僻
が
も
た
ら
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
が
詩
に
も
現
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
詩
の
形
か
ら
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
時
代
が
下
る
に
連
れ
、
句
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
唐
の
絶
句
の
よ
う
に
な
る
と
、
字
数

が
非
常
に
す
く
な
く
な
る
。
限
ら
れ
た
字
数
の
中
で
、
詩
人
は
感
情
を
盛
り
こ
む
の
に
、
や
は
り
人
々
が
共
感
出
来
る
象
徴
性
の
強
い
素
材

を
使
う
の
で
は
な
い
か
。
別
離
が
テ

l
マ
に
な
る
と
、
悲
し
み
を
帯
び
、
し
か
も
深
く
人
々
の
生
活
に
根
ざ
し
て
い
る
植
物
楊
柳
こ
そ
が
、

最
も
詩
人
た
ち
の
筆
に
の
ぼ
り
ゃ
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



結

五
ロ

ココ円
H

楊
柳
の
枝
を
手
折
っ
て
、
旅
に
出
る
人
に
贈
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
言
及
す
る
人
も
少
く
な
い
。

八
木
沢
一
苅
氏
が
「
中
国
に
お
け
る
送

別
の
詩
L

（
行
）
の
一
文
に
、
諸
説
を
整
理
し
た
形
で
、
柳
留
通
音
説
、
長
相
思
説
、
結
還
通
音
説
、
環
還
通
音
説
、
同
心
結
説
の
五
説
を
指
摘

し
た
。
要
約
す
る
と
、
柳
は
留
と
同
音
で
あ
り
、
折
柳
は
つ
ま
り
留
客
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
の
が
柳
留
通
音
説
で
あ
る
。
長
相
思
説

は
、
柳
の
長
い
枝
に
拠
る
考
え
で
あ
る
が
、
永
く
故
郷
、
或
い
は
相
手
に
寄
せ
る
思
い
を
長
い
柳
の
枝
に
託
し
て
相
手
に
贈
る
と
言
う
の
で

ま
た
、
「
結
柳
候
L

の
結
の
古
音
は
還
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
柳
の
枝
を
折
り
ま
げ
て
、

に
対
し
て
、
速
還
を
祈
る
意
味
で
あ
る
と
一
一
一
日
う
。
さ
ら
に
、
柳
の
枝
を
環
の
形
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
釈
清
澄
氏
の
「
環
は
還
な
り
」
と
言
ャ
フ

む
す
ピ
テ

環
還
通
音
説
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
同
心
結
説
に
つ
い
て
、
八
木
沢
氏
は
劉
馬
錫
の
楊
柳
枝
詞
の
詩
中
に
あ
る
「
如
今
結
作
ニ
同
心
結
一
し
と

あ
る
。

こ
れ
を
結
び
、

人
に
贈
れ
ば
、
旅
立
つ
人

い
う
詩
句
が
こ
れ
の
根
拠
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
説
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
、
楊
柳
が
別
離
の
象
徴
と
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す
る
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
の
ち
の
詩
作
に
基
い
て
い
る
。
こ
れ
で
は
「
折
柳
贈
別
L

と
い
う
風
習
の
由
来
を
説
明
し
て
は
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
何
故
別
れ
る
と
き
、
楊
柳
と
い
う
植
物
が
関
係
し
て
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

ど
う
し
て
、
折
松
、
折
竹
、
折
梅
な
ど
に
な
ら
な
か
っ
た

の
か
。
や
は
り
、

そ
こ
で
は
、
楊
柳
が
持
つ
信
仰
性
に
帰
着
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

旅
、
今
で
こ
そ
生
活
の
潤
い
と
一
一
一
一
日
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
古
代
の
人
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

そ
れ
は
大
き
な
危
険
が
伴
い
、
旅
に
出
る

こ
と
は
命
が
け
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
か
ら
、
故
郷
を
離
れ
る
こ
と
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
、
ま
し
て
は
征
役
な
ど
の
た
め
に
出
掛
け
る

と
も
な
れ
ば
、
祭
記
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い
。
祭
記
の
記
載
は
、
古
く
周
の
時
代
ま
で
糊
る
こ
と
が
出
来
る
。
旅
に
出
る
と
き
、
必
ず
寸
祖

道
」
と
一
一
一
一
口
う
祭
記
を
行
い
、
送
る
人
も
、
出
立
す
る
人
も
そ
の
地
で
飲
儀
す
る
風
習
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
祭
組
の
作
法
、
使
用
す
る



道
具
な
ど
に
つ
い
て
、

ほ
と
ん
ど
が
不
明
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
楊
柳
が
ど
の
よ
う
な
形
で
祭
記
の
儀
式
と
関
わ
っ
た
の
か
も
当
然
不
明
で
あ

る
。
不
明
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
楊
柳
は
「
祖
道
し
の
儀
式
作
法
が
完
備
す
る
以
前
か
ら
、
最
も
素
朴
な
形
で
、
人
々
に
使
わ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
旅
の
不
安
を
感
じ
る
人
に
と
っ
て
も
、
旅
に
出
る
人
の
安
否
を
気
遣
う
家
族
に
と
っ
て

も
、
神
の
加
護
を
求
め
る
の
が
祭
耐
の
最
も
基
本
的
な
要
求
で
あ
り
、

そ
し
て
、
神
が
護
っ
て
く
れ
る
具
体
的
な
証
と
し
て
、
身
に
つ
け
る

の
が
お
守
り
で
あ
る
。

そ
の
お
守
り
と
し
て
、
楊
柳
が
使
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
も
人
々
の
日
に
触
れ
や
す
い
、
し
か
も
神
の
依

り
木
で
も
あ
り
、

邪
も
払
い
の
け
て
く
れ
る
白
）
楊
柳
こ
そ
が
旅
の
危
険
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
古
代
の
人
々
は
そ
う
一
信
じ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
我
々
は
寸
折
柳
贈
別
L

と
い
う
風
習
を
考
え
る
と
、
と
か
く
一
種
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
覚
え
や
す
い
。
文
人
が
友
人
を

滑
水
或
い
は
湖
橋
の
ほ
と
り
ま
で
送
り
、
別
れ
の
盃
を
交
わ
し
、
詩
を
吟
じ
て
相
手
に
贈
る
。

そ
し
て
、
思
い
を
楊
柳
に
託
し
、
折
っ
て
相
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手
に
あ
げ
て
、
別
れ
を
惜
し
む
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
は
、
実
際
行
わ
れ
た
と
思
う
が
、
人
間
は
あ
る
程
度
生
活
の
余
裕
が
な
け
れ
ば
、
と
て

も
こ
の
よ
う
に
風
流
ぶ
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
旅
に
出
る
こ
と
は
、
古
代
人
に
し
て
み
れ
ば
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
戦
い
に
出
る

の
と
同
然
、
神
の
加
護
を
祈
る
に
、

そ
の
真
剣
た
る
も
の
は
想
像
に
あ
ま
り
あ
る
。
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
、
楊
柳
を
手
折
り
、
旅
に
出
る
人

の
身
に
つ
け
さ
せ
る
風
長
、
そ
れ
は
神
に
一
途
に
す
が
る
古
代
人
の
姿
で
も
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
折
柳
贈
別
L

の
源
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
信
仰
に
基
く
風
習
が
長
き
に
一
H
一
り
、
拡
り
を
も
っ
て
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
う
ち
に
、
文
人
の
感
性
に
響
く
と

」
ろ
が
あ
っ
て
、
筆
に
登
り
、
や
が
て
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
別
離
の
象
徴
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

［一定］

（

1
）
 

（

2
）
 

楊
柳
小
考
｜
｜
柳
の
民
俗
、
中
日
比
較
の
視
点
か
ら
｜
｜
『
喜
文
研
究
』
昭
和
六
一
年
、
第
五
十
号
。

植
物
的
考
察
に
つ
い
て
、
鍾
玲
氏
の
「
先
秦
文
皐
中
楊
柳
的
象
徴
意
義
」
の
第
一
節
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

中
国
十
日
典
文
学
研
究
会
主



（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

編
、
可
十
日
典
文
学
L

第
七
集
上
冊
、
一
九
八
五
年
八
月
、
台
関
学
生
辛
口
局
。

買
公
彦
の
疏
で
は
喪
大
記
を
引
い
て
、
柳
は
雌
荒
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

説
文
解
宇
段
玉
裁
注
、
「
按
皮
西
日
柳
穀
、
今
文
尚
書
也
。
宅
西
日
昧
谷
者
、
後
鄭
所
読
之
十
日
文
尚
書
也
。
L

注（
2
）
錨
玲
氏
の
論
文
に
引
く
黄
永
武
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
日
没
の
時
刻
は
酉
時
（
午
後
五
時
か
ら
七
時
）
で
あ
り
、

音
で
あ
る
の
で
、
柳
樹
や
折
柳
と
日
没
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
と
一
一
日
う
。

注（
1
）
を
参
照
。

柳
が
別
離
の
象
徴
に
な
っ
た
思
想
的
根
源
は
柳
樹
信
仰
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
王
孝
廉
氏
の
寸
神
話
血
（
詩
し
も
同
じ
考
え
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
氏
は
、
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
、
柳
樹
信
仰
は
消
極
的
な
触
発
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
柳
が
別
離
の
象
徴
に
な
っ
た
の
は
、
詩
人
た
ち
が
柳
の

持
つ
来
で
あ
る
意
味
を
積
極
的
に
詩
意
化
し
た
か
ら
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
推
測
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。
「
神
話
輿
詩
L

は
王
孝
廉
著
、
『
中

岡
的
神
話
血
ハ
停
説
』
に
見
え
る
。
一
九
七
七
年
、
台
北
聯
経
出
版
事
業
公
司
。

楽
府
折
楊
柳
と
は
別
に
、
「
折
楊
L

と
一
一
一
一
口
う
俗
曲
は
古
く
か
ら
あ
る
も
の
で
あ
る
。
可
荘
子
L

天
地
籍
に
「
大
盤
不
入
於
里
耳
。
折
楊
皇
苓
則
嘘
然

而
笑
。
し
と
あ
る
。
こ
れ
と
の
ち
に
六
朝
時
代
に
流
行
し
た
同
名
の
俗
曲
と
は
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

折
楊
柳
の
曲
名
と
題
意
と
関
連
に
つ
い
て
、
歴
史
的
に
考
察
し
た
論
文
は
増
田
清
彦
氏
の
「
南
朝
人
作
の
横
吹
曲
し
第
三
節
寸
折
揚
柳
L

（
増
田

清
彦
著
『
楽
府
の
歴
史
的
研
究
』
昭
和
五
十
年
、
創
文
社
）
と
岡
旧
貞
雄
氏
の
「
折
楊
柳
考
し
（
支
那
学
研
究
、
第
十
七
号
、
昭
和
三
二
年
）
が
あ

る。そ
の
他
五
首
は
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
十
七
に
見
る
。

注（
8
）
の
増
川
氏
論
文
第
一
節
「
曲
辞
の
制
作
年
代
L

。

注（
8
）
の
論
文
の
総
論
。

白
川
静
著
『
詩
経
ι
六
七
頁
、
中
公
新
書
、
昭
和
四
五
年
。

柳
を
詠
む
賦
は
少
な
く
な
い
が
、
い
ず
れ
も
別
離
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

八
木
沢
元
著
『
霞
城
之
春
l
中
国
文
学
論
集
』
明
治
苦
院
、
昭
和
五
六
年
。

楊
柳
に
対
す
る
伝
仰
に
つ
い
て
詳
し
く
は
注
（
1
）
の
寸
楊
柳
小
考
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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酉
の
古
音
は
問
、

柳
と
同

（

6
）
 

（

7
）
 

8 9 （刊）
（日）

（ロ）
（日）

（

M
）
 

（
行
）

（胎）


